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れ
,
著 し い 貧血 は赤芽球療の た めと診断 し, プ レ

ド ニ ゾ ロ ン 4 0 m g/ 日内服を開始 した . そ の後
,
帆

血球減少は改善し た.

【結語】 A P S と赤芽球療の 合併例 が報告されて

おり
,
留意する必要がある .

3 　 漬 瘍 性 大 腸 炎 の 鑑 別 を 要 し た 腸 管 ア ミ ロ イ ド

ーシス合併の関節リウマチの1例
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症例 は, 7 1 歳 ,
女性 . 主訴 は, 1 9 9 1 年噴 か ら ,

右膝関節痛, 1 9 9 6 年, 関節 リ ウ マ チ ( R A) と診

断され, p r e d ni s ol o n e 5 m g / 日, p e ni cill a m i n e が 開

始された . 1 9 99 年, 上部消化管内視鏡 で , 胃潰癌

を認 め
,
生検 で

,
ア ミ ロ イ ドの 沈着を認 め た .

2 0 0 0 年 9 月
,
食欲不振

,
発熱 があり, 1 0 月 , 当院

に 入 院 し た . H b 7 . 9 g / dl , 血 沈 1 4 3 m m / 時 間 ,

B U N 4 4 m g / dl , C r 1 .9 5 皿 g / dl , C R P 1 8 m g / dl , 蛋

白尿 o .2 3 g / 日 ,
ク レ アチ ニ ン ･ ク リ ア ラ ン ス 4 1 . 3

m l/ m i n で あり
,
R A の活動性は高く

,
貧血

,
腎機

能低下を認め た . 入 院後
, 下血 が あり, 大腸 内視

鏡で
,
直腸に全周性の びらん と出血を認め た . 生

検 で, 問質の 細胞浸潤 , 腺管の変性, 陰か 膿癌 ,
ア

ミ ロ イ ドの 沈着を認め た. ア ミ ロ イ ド
- シ ス や潰

癌性大腸炎の 合併 を疑 い , S al z o s u ぬp y ridi n の 内

脂 ,
ス テ ロ イ ドの 注腸を開始 し

,
その 後

,
下血は

消失 し, H b 8 .9 g / dl , C R P O . 2 m g/ dl と軽快 し た .

R A の消化器病変は, ア ミ ロ イ ド
- シ ス

,
血管炎

,

薬剤 などさま ぎま であり
,
まれだが

,
潰癌性大腸

炎の 合併例 も報告があり, 生検を含め早急の対応

が必要と考 えられた.
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R ot h m u n d - ¶1 0 m p S O n 症候群 は頬 の 紅 斑 など

を呈する こ と か ら強皮症 などの 腰原病と鑑別を要

する遺伝性疾患 である . われわれは骨肉腫を発生

し
, その 治療後に難治性 の骨折を併発 した本症を

経験 した の で報告する .

症例 は1 9 9 1 年生まれの 男児で
,
兄が R oth m u n d-

T h o m p o s o n 症候群 で 成長 ホル モ ン の 補充療法を

受けて い る . 1 歳か ら両頬の 紅斑 が出現, 4 歳時低

身長の た め成長 ホ ル モ ン補充療法を開始 した . 6

歳時右月井骨の 骨肉腫を発症 し
,
手術及び化学療法

を行 い 以後再発転移 はな い . 8 歳時に軽微な外傷

で両側前腕骨骨折を発症, 多数回の 手術を行うも

現在 ま で骨癒合が得られて い な い . 本症で は背景

に骨癒合不全状態を持 っ て い るおり
, 骨肉腫の 発

生 も見 ら れ る こ と か ら
, 原 因遺伝 子 と さ れ る

R e c Q 遺伝子 は骨芽細胞系 に重要な働き をもつ も

の と推察される .
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